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★
平
高
に
入
学
し
た
理
由

　
学
校
案
内
や
学
校
紹
介
の
ポ
ス

タ
ー
で
、
知
っ
て
い
る
先
輩
が
入

学
し
て
い
た
の
で
親
し
み
を
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
高
校
と

い
う
安
心
感
や
中
学
校
の
先
生
か

ら
の
勧
め
も
あ
り
、
入
学
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
平
高
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

　
生
徒
会
と
部
活
動
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
生
徒
会
で
は
、
先
日
の

選
挙
で
会
長
に
当
選
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
先
輩
が
行
っ
て
き

た
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
多
く
の
生

徒
の
意
見
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
よ

う
に
生
徒
総
会
な
ど
の
場
で
の
話

し
合
い
を
活
発
に
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
卓
球
部
で
は
、
仲
間
と

共
に
技
術
を
研
き
合
う
こ
と
が
で

き
、と
て
も
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

★
平
高
の
楽
し
い
と
こ
ろ
や
魅
力

　
生
徒
数
が
少
な
い
の
で
、
ク
ラ

ス
や
学
年
を
ま
た
い
だ
交
流
も
し

や
す
い
で
す
。
そ
し
て
学
校
の
雰

囲
気
が
明
る
く
、
勉
強
や
部
活
動

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
助
け
合

う
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
目
標
に

も
挑
み
や
す
い
学
校
で
す
。

★
将
来
の
夢
・
進
路
は
？

　

ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

夏
休
み
中
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
仕
事
の
大
変
さ
を
学
び

ま
し
た
。
面
接
試
験
な
ど
に
備
え

て
言
葉
遣
い
に
は
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。
先
輩
の
進
路
も
参
考
に
、

し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　卓球部 部長・生徒会長

大澤 英
ひ で あ き

朗さん
（普通科２年：西根中出身）

立会演説会で、思いを訴える大澤さん（右）
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　第70回全国高等学校家庭クラブ研究発表大会
は７月28、29の両日、山形市で開かれ、学校家
庭クラブ活動の部に平高家庭クラブが出場。東
北ブロック代表として５年連続出場を果たしま
した。
　今回の発表のテーマは「My Bag in Your 
Pocket」。前年度に開発した本校オリジナルマイ

バックの利点を生
かし、普段の生活
の中でポケットに
入れて手軽に持ち
歩けるマイバック

「持ち歩こうマイ
バック」を開発し

家庭クラブ ５年連続で全国大会へ出場

それぞれの「持ち歩こうマイバック」

たうえで、その普及活動にも取り組んだという研
究発表の内容です。余り布を活用して改善を重ね
ながら、さらに進化したマイバックを完成させ、
学校ウェブサイトを活用して作り方の動画配信な
どにも挑戦しました。また、マイバック利用の具
体的なアクションとして製作過程に関わってもら
う「My Bagチャレンジ」を企画し、100人を超える
地域の人などに参加していただきました。
　家庭クラブでは、今後もプラスチックごみ削減へ
の意識を持続さ
せ 、より多 く の
人に「持ち歩こ
うマイバック」
を届けたいと、
現在も活動を継
続しています。 本番では、悔いの無い発表が出来ました

ここだよ

作り方は、学校の家政科学科ウェブサイトから

リンクの youtube 動画で配信中だよ。

ウェブサイト
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